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鎌倉幕府の最後の執権で、 後醍醐天皇の倒幕運動に敗れ、 鎌倉で一族と共に自害し、 幕府の滅亡を決定づけた人物は誰でしょう？

室町時代に始まった芸能で、 扇を持って物語に合わせて舞う 「舞」 と、 語り手が節をつけて物語を語る 「語り」 からなるものは何でしょう？

江戸時代、 大名が自分の領地 （藩） に設立し、 主に藩士 （武士） の子弟を教育した学校を何というでしょう？

江戸時代中期、田沼意次 （たぬまおきつぐ） が幕府の老中として行った政治で、商工業者 （商人） の力を利用して幕府の財政を立て直そうとした政策は何によって特徴づけられますか？

江戸時代後期、 松平定信 （まつだいらさだのぶ） が老中として、 田沼時代の政治を改めて、 質素倹約や風紀の引き締め、 朱子学の奨励などを行った改革を何というでしょう？

日本国憲法が公布されたのはいつでしょう？

国会には衆議院と参議院がありますが、 内閣総理大臣の指名や予算の議決など、 いくつかの点で衆議院の決定が優先されることになっています。 これを何というでしょう？

日本国憲法が施行されたのはいつでしょう？

裁判所が、 国会が作った法律や、 内閣が出した命令などが、 憲法に違反していないかどうかを審査し、 判断する権限のことを何というでしょう？

サンフランシスコ平和条約と同時に結ばれ、 日本の独立後もアメリカ軍が日本国内に基地を置くことなどを定めた条約は何でしょう？

国民が納める税金には、 国に納める国税と、 都道府県や市町村に納める地方税があります。 消費税はどちらにあたるでしょう？

1955 年から 1993年まで、 日本の政治において自由民主党 （自民党） がほぼ一貫して政権を担当し続けた体制を何と呼ぶでしょう？

日本に住むすべての人が、 病気やけがをしたときに、 少ない自己負担で医療機関にかかれるようにするための公的な保険制度を何というでしょう？

1985 年に、 アメリカ、 イギリス、 フランス、 西ドイツ、 日本の 5か国の蔵相 ・中央銀行総裁がニューヨークのプラザホテルに集まり、 ドル高を是正するために協調介入を行うことで合
意した出来事を何というでしょう？

将来、 高齢になったり、 病気や障害で働けなくなったりした場合に、 生活を支えるためのお金 （年金） を受け取れるようにするための公的な保険制度を何というでしょう？
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彼は政治への関心が薄く、 闘犬や田楽にふけっていたと伝えられ、 実権は内管領 （ないかんれい） の長崎高綱 （長崎円喜） らに握られてい
ました。 政治が乱れる中で、 後醍醐天皇による倒幕計画が進み、 足利尊氏や新田義貞 （にったよしさだ） らの有力御家人が次々と幕府に反
旗を翻しました。 1333年、 新田義貞軍に鎌倉を攻め落とされ、 高時は一族や家臣ら多数と共に東勝寺で自害し、 鎌倉幕府は滅亡しました。

室町時代中期に越前 （福井県） の幸若 （こうわか） 一族が始めたとされる芸能です。 主に軍記物 （源平合戦など） を題材とし、 演者は烏帽
子 （えぼし） に直垂 （ひたたれ） という武士の装束で、 扇を手に持って勇壮に舞いながら、 独特の節回しで物語を語ります。 織田信長や豊臣
秀吉などの戦国武将にも愛好され、江戸時代まで武家社会を中心に保護されました。能や歌舞伎、浄瑠璃などにも影響を与えたと言われています。

藩によって規模や内容は異なりますが、 多くの場合、 儒学 （特に朱子学） を中心に、 武芸、 算術、 習字などが教えられました。 藩の将来を
担う人材育成を目的としており、 有名な藩校には、 会津藩の日新館、 長州藩の明倫館、 薩摩藩の造士館などがあります。 庶民向けの寺子屋
とは異なり、 武士階級のための教育機関でした。

田沼意次の政治は、 それまでの質素倹約や農業重視の政策とは異なり、 商工業の発展に着目して幕府の財政再建を図ろうとした点で特徴的です。 彼は、
商工業者の同業者組合である株仲間の結成を公認 ・奨励し、 その代わりに税 （運上金 ・冥加金） を納めさせることで幕府の収入増を図りました。 また、
長崎貿易の拡大、 蝦夷地 （北海道） の開発計画、 新しい貨幣の鋳造なども行いました。 しかし、 賄賂 （わいろ） が横行したことや、 天明のききんなどの
自然災害が重なったことなどから批判が高まり、 失脚しました。

田沼意次の政治によって乱れたとされる政治や社会の秩序を立て直すことを目指し、 祖父 ・吉宗の享保の改革を理想としました。 主な政策には、
厳しい質素倹約令、 旗本 ・御家人の借金を帳消しにする棄捐令 （きえんれい）、 農村復興のための囲米 （かこいまい、 食料備蓄） の奨励、 江戸
の石川島に人足寄場 （にんそくよせば、 無宿人などの更生施設） の設置、 出版統制の強化、 幕府の学問所 （昌平坂学問所） で朱子学以外の
学問を禁止した寛政異学の禁などがあります。

この日は、 明治天皇の誕生日であることから、 戦前は明治節という祝日でした。 戦後、 新しい憲法がこの日に公布されたことを記念し、 「自
由と平和を愛し、 文化をすすめる」 日として、 現在は 「文化の日」 という国民の祝日になっています。 なお、 日本国憲法が施行 （実際に効
力を持つようになった日）されたのは、公布から半年後の1947年（昭和22年）5月3日で、こちらは「憲法記念日」として祝日になっています。

憲法で衆議院の優越が認められているのは、 (1) 法律案の議決 （参議院が否決または修正しても、 衆議院で出席議員の 3分の 2以上の
賛成で再可決すれば成立）、 (2) 予算の議決、 (3) 条約の承認、 (4) 内閣総理大臣の指名、 の 4つです。 これは、 衆議院の方が任期が短
く、 解散もあるため、 より国民の意思を反映しやすいと考えられていることなどが理由です。

この日は、 新しい憲法の施行を記念して、 国民の祝日である 「憲法記念日」 と定められています。 公布されたのは、 その半年前の 1946年
11月 3日 （文化の日） です。 施行から現在まで、 日本国憲法は一度も改正されていません。

これは、 憲法の最高法規性を確保し、 国民の権利や自由を守るための重要な仕組みであり、 日本では最高裁判所を最終的な判断機関として、
すべての裁判所にこの権限が与えられています。 「憲法の番人」 とも呼ばれます。

1951年 9月 8日にサンフランシスコ平和条約と同じ日に署名された、 日本とアメリカ合衆国との間の軍事同盟に関する条約です。 初代の条約 （旧安保条約）
では、 日本の独立後もアメリカ軍が日本国内に駐留することを認め、 日本の防衛をアメリカに委ねる側面が強いものでした。 1960年には、 日本の防衛義務や
日米協力についてより明確にした新しい条約（現行の日米安全保障条約）に改定されました。この条約は、戦後の日本の外交・安全保障政策の基軸となっています。

この消費税は、 実は国に納める部分 （国税） と、 都道府県や市町村に納める部分 （地方税） の両方で構成されています。 標準税のうち、
国税 （国の収入） と地方消費税 （地方公共団体の収入） として、 都道府県や市町村に分配されます。 消費税は、 社会保障 （年金、 医療、
介護など） の財源を安定させるためなどに使われています。

1955年に、 保守系の自由党と日本民主党が合同して自由民主党が結成され、 それに対抗する形で社会党 （日本社会党） も左右両派が統一された
ことによって確立した、 日本の政治体制のことです。 この体制の下で、 自民党が長期にわたって政権与党の座を維持し、 社会党が野党第一党として対
峙するという構図が、1993年に自民党が下野（政権から離れること）するまで約 38年間続きました。 この時期は、日本の高度経済成長とも重なります。

日本の社会保障制度の柱の一つで、 国民がお互いにお金を出し合って （保険料）、 病気やけがをしたときの医療費の負担を軽減する仕組みです。 日本では、
すべての国民がいずれかの公的医療保険 （会社の健康保険、国民健康保険、後期高齢者医療制度など） に加入することになっており、これを 「国民皆保険 （こ
くみんかいほけん）」 といいます。 この制度のおかげで、私たちは原則として医療費の一部 （1割～ 3割） を負担するだけで、必要な医療を受けることができます。

当時、 アメリカの貿易赤字が拡大する中で、 ドルが高くなりすぎていた （ドル高） ため、 各国が外国為替市場で協調してドルを売り、 他の通
貨 （特に円やマルク） を買うことで、 ドル安 （円高 ・ マルク高） に誘導することを目的としていました。 この合意後、 急速な円高が進行し、
日本の輸出産業は打撃を受けましたが、 一方でこれが後のバブル経済の一因になったとも言われています。

日本の社会保障制度の柱の一つで、 現役世代が納める保険料と税金によって、 高齢者や障害者、 遺族の生活を社会全体で支える仕組みです。 日本国内に住む
20歳以上 60歳未満のすべての人が加入する 「国民年金 （基礎年金）」 と、会社員や公務員などが加入する 「厚生年金」 の、主に二階建ての構造になっています。
老齢になったときに受け取る老齢年金、病気やけがで障害が残ったときに受け取る障害年金、加入者が亡くなったときに遺族が受け取る遺族年金の 3種類があります。


